
野生猿は去る？ サル近接警戒システム ＝猿人善快ｖ３＝

独立電源仕様

感知できるエリアの図化
無指向性アンテナを使用して６００～１５００ｍの範囲でサルの接近を

検知しアラームを発することが出来ます（設置環境、使用アンテナ等条

件により変化します。）

設置場所を起点とした受信可能エリアの地図をお作りなることをお奨め

します。

どのあたりにサルが出没という判断に役立つこともさることながら、機

器が正常に動作しているかどうかの判断にも役立ちます。

積雪時と、山に緑が茂っているときでは、電波の飛び方は変化します。

通常の動作確認
検知エリア図の端のあたりで正常に動作するかどうかの定期的な点検をお

願いいたします（検知感度チェックが行えます）。

動作の異常に気付いたら
回転灯チェック

常に点灯したまま → 装置の内部電源「断」ほか故障

ＢＯＸ外部チェック

ＢＯＸ底面のランプ点灯（ＤＣ１２Ｖの通電）の確認

ランプが消灯していればバッテリ側の点検をお願いします。

ＢＯＸ内部チェック

チャージコントローラ／ＳＨＳ－６のＬＥＤ表示を確認

その他、考えられる障害（検知しない）
回転灯のランプ切れ（警報音は鳴る）

受信機の感度低下（雷サージ被害など）

その他、故障

誘導雷被害

※雷サージ被害対策

アンテナからの進入に対して必要とされる対応策は施しています。

が、絶対というわけにはいきません。

対象テレメトリ発信器の電池切れ

高機能化／ＩＴの活用
制御エンジンＯＳ－ＫⅢには、受信履歴を保存するロガー機能、ネットワーク回

線に接続すれば利用可能な、Ｍａｉｌ通知機能／ｆｔｐクライアント機能を有し

ています。

携帯電話網接続も携帯網接続ルーターとアンテナを別途用意することで対応でき

ます。また無線ＬＡＮも、無線ＬＡＮユニットを用意すれば利用が可能です。

動作試験用の発信器は、常にお手元にご用意下さい。

この試験こそ装置信頼の証です。

装置の動作確認は、試験用の発信器を使って、定期的に行って下さい。

屋外に設置するものですから、雷ほか色々な原因から障害を受ける可能性があります。



適法テレメトリ発信器専用受信機を採用
受信機の設定は、何も必要ありません。

必要な設定はエンジン／ＯＳ－ＫⅢに行うものだけです。

ＢＯＸ鍵番号／レシーバー本体製造番号

鍵番号 受信機製造番号 エンジン名称 設置場所 備考

適法テレメトリ発信器 ＬＴ－０１
受信対象のテレメトリ発信器につきましては、シリアルＮｏ.の管理をきちんと行って

下さい。

シリアルＮｏ.は、

１．周波数（１４２．９４０～１４２．９８０ＭＨｚ）

２．動物種別（０１～１５）

３．ＩＤ（０００１～０４０９６）

これらの情報を有しています。

管理の例

シリアルＮｏ. 周波数ＣＨ 動物種別 ＩＤ 名称（名前）

１１０００１５４ １（９４） １（サル） ０１５４ サル姫



端子板結線図

○ ○ ＋５Ｖ

制御エンジンへ ○ ○ Ｇ

○ ○ 警報制御信号（ｵｰﾌﾟﾝ時０Ｖ）

○ ○ ＋警報音出力

トランペットスピーカへ

○ ○ －警報音出力

○ ○ 警報時接点出力

警報音源へ

○ ○ 警報時接点出力

○ ○ タイマー制御

○ ○ ＋１２Ｖ警報時出力

回転灯へ

○ ○ －１２Ｖ警報時出力

タイマへ

○ ○ －１２Ｖ

電源／チャージコントローラーへ

○ ○ ＋１２Ｖ

下 赤字は、ＢＯＸ外部への配線

φ３.５の圧着端子をご使用下さい。

直流ですので極性の扱いには十分ご注意下さい。

弱電／強電の世界の違いにより表現に違いがありますので、結線に

際しましては、テスタなどで確認いただくことをお奨めします。

【例】 赤黒の場合、赤がＨＯＴ（＋）側

白黒の場合、黒がＨＯＴ（＋）側

※上記の例で、黒と黒を結線すると逆接になりますので要注意！

電源系は、チャージコントローラのＬＥＤ表示を確認いただければ様子が分かります。

緑点灯 チャージコントローラ バッテリ－負荷状態表示

(発電中) ○ ＳＨＳ－６ ○ 通常、緑又は黄点灯

○ 赤点滅はバッテリ容量低下

○ 赤点灯は、負荷遮断

保護回路：短絡・過電流・逆接続・夜間逆流・高電圧・落雷 に有効

バッテリ電圧が１１．５Ｖを割ると負荷を遮断 電圧復帰で遮断解除

トラブル発生時は、緑・黄・赤３色同時点灯

詳しくは、別紙チャージコントローラの説明書をご覧下さい。



独立電源部設計仕様について
装置の消費電力（タイマ・制御エンジンを含む／携帯電話網接続装置は含まず）

無信号時（スキャニング動作中） ０．２５Ａ最大 約３Ｗ

作動時（回転灯を含む最大） ２．９Ａ 約３５Ｗ

１日の稼働に必要な電力（警報発報：１日２時間として試算）

３Ｗ ｘ ２２ｈ ＋ ３５Ｗ ｘ ２ｈ ＝ １３６Ｗｈ

ソーラーパネルの容量計算（１日３時間フル発電／日本国内での平均値）

１３６Ｗｈ ÷ ３ｈ ＝ ４６Ｗ ４６Ｗ以上のソーラーパネルが必要

８４Ｗパネルを設置

バッテリの容量計算（不日照日１４日間に対応）

１３６Ｗｈ ｘ １４日 ＝ １９０４Ｗｈ

１９０４Ｗｈ ÷ １２Ｖ ＝ １５９Ａｈ

１５９Ａｈ以上のバッテリが必要

１６０Ａｈのバッテリを設置

システム全体の再起動
何か異常が生じたときには、まず装置全体の再起動を行って、動作が正常

に戻るかどうかの確認をお願いします。

再起動は、装置に内蔵されている電源アダプタを一度抜いて差し込むこと

で簡単に実行できます。

再起動には１分程度かかります（ＯＳ－ＫⅢ赤のＬＥＤが消灯したら完了）。

警報作動時間（タイマ設定）
出荷時の設定は、７～１７時の間稼働（ＯＮ）です。

サルは、人と同じで夜間は行動しません。

一般に１５時頃には、寝場所を決めます。（その日の移動を停止！）

夏と冬では行動時間が変わりますから、必要に応じて警報発報時間帯の設定を変更

してご使用下さい。

変更方法は、タイマ説明書をご覧下さい。

警報が必要ない、通知だけで良いと言うような使い方をご希望の場合は、タイマを

ＯＦＦに設定してご使用下さい。

このタイマの影響範囲は、警報（音）と警告（回転灯）のみで、受信履歴の記録や

Ｍａｉｌ通知、ｆｔｐ転送などの動作には影響を与えません。



本体とは離れた場所でも警報を

発することの出来る「警報ステー

ション（オプション）」の用意もあ

ります。

本体の警報動作に連動し、同じ

動作を行います。

見通しが良ければ、最大で２０

００ｍ程度まで離れた場所でも機

能します。

猿人善快設置箇

所に取付ける送

信機

警報ステーショ

ン本体の中身

回転灯･高音圧

スピーカーは猿

人善快と同じも

のを使用


